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(57)【要約】
【課題】省エネルギーを達成しつつ、制御対象とする空
気の温度及び湿度を確実に目標値に制御することを可能
にする。
【解決手段】ターゲット内の空気を取り入れて温度及び
湿度を目標温度及び目標湿度に制御する装置本体２と、
目標湿度の露点温度よりも低い露点温度の乾燥空気を装
置本体に供給する圧縮空気供給手段１３とで構成し、対
象となる空気を装置本体内に取り入れ、大気圧露点に換
算したときに目標湿度の露点温度よりも低い露点温度と
なる圧縮空気を装置本体内で大気開放することで、目標
湿度の露点温度よりも低い露点温度の乾燥空気を前記装
置本体内に供給して装置本体内の空気に混合することで
、装置本体内の空気の湿度を目標湿度に制御し、目標湿
度にした装置本体内の空気を冷却及び加熱することで目
標温度に制御し、その後に、対象空気をターゲットに戻
すことを特徴とする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ターゲットとなる空間内の空気の温度及び湿度を予め設定した目標温度及び目標湿度に
制御するための温湿度制御方法であって、
　ターゲットとなる空間内の空気を取り入れ、この取り入れた空気の温度及び湿度を目標
温度及び目標湿度に制御するための装置本体と、
　目標湿度の露点温度よりも低い露点温度を有する乾燥空気を前記装置本体内に供給する
ための圧縮空気供給手段と、を用いて、
　ターゲットとなる空間内の空気、及び外気を前記装置本体内に取り入れ、
　前記圧縮空気供給手段を用いて、目標湿度の露点温度よりも低い露点温度の乾燥空気を
、前記装置本体内に供給して前記装置本体内の空気に混合することで、装置本体内の空気
の湿度を目標湿度に制御し、
　目標湿度にした装置本体内の空気を、冷却及び加熱することで、目標温度にする、こと
を特徴とする温湿度制御方法。
【請求項２】
　大気圧露点に換算したときに目標湿度の露点温度よりも低い露点温度となる圧縮空気を
前記装置本体内に供給とともに装置本体内において大気開放することで、目標湿度の露点
温度よりも低い露点温度の乾燥空気を前記装置本体内に供給することとしたことを特徴と
する請求項１に記載の温湿度制御方法。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２に記載の温湿度制御方法を実施するための温湿度制御装置であっ
て、
　ターゲットとなる空間内の空気を取り入れ、この取り入れた空気の温度及び湿度を目標
温度及び目標湿度に制御するための装置本体（２）と、
　目標湿度の露点温度よりも低い露点温度を有する乾燥空気を前記装置本体内に供給する
ための圧縮空気供給手段（１３）と、で構成し、
　前記装置本体（２）は、
　対象空気を取り入れるための吸気エリア（４）と、該吸気エリア（４）内に取り入れた
空気の温度及び湿度を目標温度及び目標湿度に制御するための空調エリア（５）と、を具
備し、
　前記吸気エリア（４）は、
　ターゲットとなる空間内の空気を取り入れるための対象空気取り入れ口（６）と、外気
を取り入れるための外気取り入れ口（７）と、を具備するとともに、前記圧縮空気供給手
段（１３）が連結され、
　ターゲットとなる空間内の空気及び外気を吸気エリア（４）に取り入れるとともに、目
標湿度の露点温度よりも低い露点温度の乾燥空気を吸気エリア（４）に供給し、吸気エリ
ア（４）において、前記供給した乾燥空気を吸気エリア（４）内の空気に混合することで
、吸気エリア（４）内の空気の湿度を目標湿度に制御し、
　前記空調エリア（５）は、
　前記吸気エリア（４）内において目標湿度に制御された空気を受け入れるとともに、
　該受け入れた空気の温度を冷却するための冷却手段（１０）と、
　該冷却手段（１０）で冷却された空気を目標温度に加熱するための加熱手段（１２）と
、
　ターゲットとなる空間内の空気及び外気を装置本体（２）内に取り入れるためのファン
（８）と、を具備したことを特徴とする温湿度制御装置。
【請求項４】
　前記圧縮空気供給手段（１３）が、工場内に設置されている圧縮空気であり、該圧縮空
気供給手段によって、大気圧露点に換算したときに目標湿度の露点温度よりも低い露点温
度となる圧縮空気を前記吸気エリア（４）に供給することとしたことを特徴とする請求項
３に記載の温湿度制御装置。
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【請求項５】
　前記圧縮空気供給手段（１３）がコンプレッサーであり、該コンプレッサーによって、
大気圧露点に換算したときに目標湿度の露点温度よりも低い露点温度となる圧縮空気を前
記吸気エリア（４）に供給することとしたことを特徴とする請求項３に記載の温湿度制御
装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は温湿度制御方法及びその方法を実施するための温湿度制御装置に係り、より詳
しくは、半導体製造の各工程が行われるクリーンチャンバー内の空気の温度及び湿度を所
定の値に制御するに際して、省エネルギーを達成しつつクリーンチャンバー内の空気の湿
度を確実に目標湿度にすることを可能にした温湿度制御方法及びその方法を実施するため
の温湿度制御装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　周知の通り、半導体製造に際しては、各工程が行われるクリーンチャンバー内の空気の
温度及び湿度を一定に制御する必要があり、そのために、従来から、クリーンチャンバー
内の空気を循環させながら所定の温度及び湿度に制御する方法が行われていた。
【０００３】
　ここで、従来一般的に行われている除湿方法について説明すると、従来の方法では、対
象となる空気を一度設定湿度以下まで除湿し、その後に設定湿度まで加湿する方法が行わ
れている。
【０００４】
　そして、対象となる空気を設定湿度以下まで除湿する方法としては、冷凍機を用いて、
対象となる空気の温度を目標湿度の露点温度まで下げて空気中の水分を凝縮し、これによ
り湿度を目標値にする方法が行われていた。
【０００５】
　この方法を実施するための温湿度制御装置について説明すると、図２は従来の温湿度制
御装置を説明するための図であり、図において５１が従来の温湿度制御装置で、図におい
てＲは、半導体製造の工程が行われるクリーンチャンバーである。
【０００６】
　そして、従来の温湿度制御装置５１では、その内部が吸気エリア５２と空調エリア５３
に仕切られており、クリーンチャンバーＲ内の空気を吸気エリア５２に取り入れ、取り入
れた空気の温度及び湿度を空調エリア５３において目標値に制御し、その後、温度及び湿
度を目標値に制御した空気をクリーンチャンバーＲに戻すこととしている。
【０００７】
　即ち、温湿度制御装置５１では、吸気エリア５２と空調エリア５３間に隔壁５４が配置
されており、空調エリア５３内にはファン５５が配置され、ファン５５を駆動することで
、クリーンチャンバーＲ内の空気を吸気エリア５２内に取り入れることを可能としている
。
【０００８】
　また、隔壁５４には吸気エリア５２と空調エリア５３を連通する通風路が形成されると
ともに、この通風路を閉鎖する配置で空調エリア５３内には、冷却手段５６が配置されて
いる。
【０００９】
　更に、空調エリア５３において冷却手段の上方にはヒーター５７が配置されており、吸
気エリア５２に取り入れられたクリーンチャンバーＲ内の空気は、空調エリア５３内に取
り入れられるとともに、冷却手段５６によって、一度目標湿度の露点温度以下まで下げら
れて除湿され、その後に、ヒーター５７により目標温度まで上昇される。
【００１０】
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　また、空調エリア５３には給気ダクト５９の基端が連結されており、この給気ダクト５
９の先端は前記クリーンチャンバーＲ内の天井部分に配置され、給気ダクト５９の先端に
は吹き出し口を有した吹き出し部６０が連結されている。そしてこれにより、空調エリア
５３で目標の温度及び湿度に制御された空気がクリーンチャンバーＲ内に戻されることと
している。
【００１１】
　また、吸気エリア５２には外気を取り込むための外気取り込み口６１が形成されており
、この外気取り込み口６１から外気を取り込むことで、クリーンチャンバーＲ内の空気量
を陽圧状態で維持することとしている。即ち、クリーンチャンバーＲ内には外部から各種
の配線等が引き入れられているため、また、クリーンチャンバーは一般的に塵埃等が入り
込むことを防止するために陽圧にする必要があり、温湿度制御装置では、所定量の外気を
取り入れ、クリーンチャンバー内の空気量を一定に維持する様にしている。
【００１２】
　更に、前記空調エリア５３内には、水を蓄えたタンク内にヒーターを配置して構成され
た加湿手段５８が配置されており、ヒーターを駆動して水を加熱して蒸発させることで、
クリーンチャンバーＲ内に供給される空気の加湿を行うことを可能にしている。
【００１３】
　そして、上記のように構成される温湿度制御装置でクリーンチャンバー内の空気の温度
及び湿度を制御するためには、ファン５５を駆動することで、クリーンチャンバーＲ内の
空気を吸気エリア５２に取り入れるとともに、外気取り込み口６１から外気を取り込みク
リーンチャンバーＲ内の空気に外気を混合する。
【００１４】
　そして、外気が混合された空気を、冷却手段５６によって、目標湿度の露点温度以下ま
で冷却し、それにより、取り入れた空気中の水分を凝縮し、空気を一度、設定湿度以下ま
で除湿する。
【００１５】
　そして、その後に、設定湿度まで除湿した空気をヒーター５７によって加熱することで
目標温度まで上げ、更に、加湿手段５８によって湿度を目標値まで上げた後に、クリーン
チャンバーＲに戻すこととしている。
【００１６】
　従って、このように構成される温湿度制御装置を用いることで、例えばクリーンチャン
バー内の空気の温度及び湿度を目標値で維持することが可能となる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１７】
【特許文献１】特開２０１３－１６７４３７号公報
【特許文献２】特開２０１１－２７２８３号公報
【特許文献３】特開２００５－２０７７１２号公報
【特許文献４】特開２００３－９０５６７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１８】
　しかしながら、前述したような、空気を冷却することで除湿する方法では、凝縮した水
分が凍結する温度以下にする事は出来ず、到達可能な露点には限界があるという問題があ
った。
【００１９】
　また、循環する空気の量が増えれば冷凍機の冷却能力を上げる必要があり、消費電力も
莫大になってしまうという問題点も指摘できる。
【００２０】
　一方、デシカント方式の除湿方式もあり、これによれば、理論的には湿度０％を達成す
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ることも可能である。しかし、この除湿方法では、吸着した水分を除去するためにヒータ
ーを用いているために、前述の場合と同様に消費エネルギーが莫大になってしまうという
問題点が指摘できる。
【００２１】
　そこで、本発明は、省エネルギーを達成しつつ、制御対象とする空気の温度及び湿度を
確実に目標値に制御することを可能とした温湿度制御方法及びその方法を実施するための
温湿度制御装置を提供することを課題としている。
【課題を解決するための手段】
【００２２】
　本発明の温湿度制御方法は、ターゲットとなる空間内の空気の温度及び湿度を予め設定
した目標温度及び目標湿度に制御するための温湿度制御方法であって、
　ターゲットとなる空間内の空気を取り入れ、この取り入れた空気の温度及び湿度を目標
温度及び目標湿度に制御するための装置本体と、
　目標湿度の露点温度よりも低い露点温度を有する乾燥空気を前記装置本体内に供給する
ための圧縮空気供給手段と、を用いて、
　ターゲットとなる空間内の空気及び外気を前記装置本体内に取り入れ、
　前記圧縮空気供給手段を用いて、目標湿度の露点温度よりも低い露点温度の乾燥空気を
、前記装置本体内に供給して前記装置本体内の空気に混合することで、装置本体内の空気
の湿度を目標湿度に制御し、
　目標湿度にした装置本体内の空気を、冷却若しくは加熱又は冷却及び加熱することで、
目標温度にする、ことを特徴としている。
【００２３】
　また、この温湿度制御方法を実施するための本発明の温湿度制御装置は、
　ターゲットとなる空間内の空気を取り入れ、この取り入れた空気の温度及び湿度を目標
温度及び目標湿度の制御するための装置本体と、
　目標湿度の露点温度よりも低い露点温度を有する乾燥空気を前記装置本体内に供給する
ための圧縮空気供給手段と、を具備し、
　前記装置本体は、
　対象空気を取り入れるための吸気エリアと、該吸気エリア内に取り入れた空気の温度及
び湿度を目標温度及び目標湿度に制御するための空調エリアと、を具備し、
　前記吸気エリアは、
　ターゲットとなる空間内の空気を取り入れるための対象空気取り入れ口と、外気を取り
入れるための外気取り入れ口と、を具備するとともに、前記圧縮空気供給手段が連結され
、
　ターゲットとなる空間内の空気及び外気を吸気エリアに取り入れるとともに、目標湿度
の露点温度よりも低い露点温度の乾燥空気を吸気エリアに供給し、吸気エリアにおいて、
前記供給した乾燥空気を吸気エリア内の空気に混合することで、吸気エリア内の空気の湿
度を目標湿度に制御し、
　前記空調エリアは、
　前記吸気エリア内において目標湿度に制御された空気を受け入れるとともに、
　該受け入れた空気の温度を冷却するための冷却手段と、
　該冷却手段で冷却された空気を目標温度に加熱するための加熱手段と、
　ターゲットとなる空間内の空気及び外気を装置本体内に取り入れるためのファンと、を
具備したことを特徴としている。
【発明の効果】
【００２４】
　本発明の温湿度制御方法及びそれを実施するための温湿度制御装置では、目標湿度の露
点温度よりも低い露点温度の乾燥空気を制御対象となる空気に混合することで、制御対象
となる空気を目標の露点温度にすると共に、装置内で発生した熱を冷却、加熱して目標の
温度にする事としている。
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【００２５】
　そのために、対象空気を目標湿度の露点温度よりも低い露点温度まで冷却して除湿する
冷却除湿方式と異なり、対象空気を目標湿度の露点温度まで冷却する必要が無いために、
対象空気内の水分が凝縮することが無く、従って対象空気内の水分が凝縮して凍結してし
まうことも無くすことができる。
【００２６】
　また、対象空気を目標湿度の露点温度よりも低い温度まで冷却する必要が無いために、
消費エネルギーを大幅に削減することも可能である。
【００２７】
　従って、本発明の温湿度制御方法及び温湿度制御装置では、省エネルギーを達成しつつ
、制御対象とする対象空気の温度及び湿度を確実に目標値にすることが可能である
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】本発明の温湿度制御装置の実施例の構成を説明するためのブロック図である。
【図２】従来の温湿度制御装置の実施例の構成を説明するためのブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　本発明の温湿度制御方法では、ターゲットとなる空間内の空気を取り入れ、この取り入
れた空気の温度及び湿度を目標温度及び目標湿度に制御するための装置本体と、目標湿度
の露点温度よりも低い露点湿度の乾燥空気を装置本体内に供給するための圧縮空気供給手
段を用いて、まず、ターゲットとなる空間内の空気と、外気とを、装置本体内に取り入れ
る。
【００３０】
　また、それとともに、圧縮空気供給手段を用いて、目標湿度の露点温度よりも低い露点
温度の乾燥空気を前記装置本体内に供給し、これにより、装置本体内に取り入れた空気に
前記乾燥空気を混合し、装置本体内の空気を、目標湿度に制御する。
【００３１】
　そして次に、目標湿度に制御した装置本体内の空気を、冷却及び加熱することで目標温
度に制御する。
【００３２】
　また、この温湿度制御方法を実施するための温湿度制御装置では、ターゲット内の空気
を取り入れて、この取り入れた空気の温度及び湿度を目標温度及び目標湿度に制御するた
めの装置本体と、この装置本体に目標湿度の露点温度よりも低い露点温度の乾燥空気を供
給するための圧縮空気供給手段とを具備している。
【００３３】
　そして、装置本体は、制御対象となる空気を取り入れるための吸気エリアと、吸気エリ
ア内に取り入れた空気の温度及び湿度を目標温度及び目標湿度に制御するための空調エリ
アを具備している。
【００３４】
　また、吸気エリアは、ターゲットとなる空間内の空気を取り入れるための対象空気取り
入れ口と、外気を取り入れる外気取り入れ口を具備している。
【００３５】
　更に、吸気エリアには、前記圧縮空気供給手段が連結されており、これによって、目標
湿度の露点温度よりも低い露点温度の乾燥空気を吸気エリアに供給して、この供給した乾
燥空気を吸気エリア内において、吸気エリア内に取り入れた空気に混合し、これにより、
吸気エリア内の空気の湿度を目標湿度に制御することとしている。
【００３６】
　一方、空調エリアは、吸気エリア内において目標湿度に制御された空気を受け入れて、
この受け入れた空気の温度を目標温度に制御する空間としており、受け入れた空気の温度
を冷却するための冷却手段と、冷却手段で冷却された空気を目標温度に加熱するための加
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熱手段を具備するとともに、ターゲットとなる空間内の空気と外気を装置本体内に取り入
れるためのファンを具備している。
【００３７】
　ここで、目標湿度の露点温度よりも低い露点温度の乾燥空気を装置本体内に供給する方
法としては、大気圧露点に換算したときに目標湿度の露点温度よりも低い露点温度となる
圧縮空気をコンプレッサー等で生成し、この圧縮空気を、装置本体内に供給するとともに
、装置本体内において大気開放するとよく、これにより、目標湿度の露点温度よりも低い
露点温度の乾燥空気を容易に前記装置本体内に供給することが可能である。
【００３８】
　周知の通り、同じ温度での加圧空気の水分量は、大気圧空気の水分量の圧縮比分の１に
なり、従って、加圧空気を大気圧下に減圧すると露点温度が低下することとなる。例えば
、０．６９ＭＰａ、１０度の露点温度の空気を大気開放すると、大気圧下露点はマイナス
１７度になる。
【００３９】
　そこで、本発明において、目標湿度の露点温度よりも低い露点温度の乾燥空気を装置本
体内に供給する方法として、大気圧露点に換算したときに目標湿度の露点温度よりも低い
露点温度となる圧縮空気を生成して装置本体内に供給するとともに、この圧縮空気を装置
本体内において大気開放する方法を採用するとよく、これにより、必要な乾燥空気を容易
に得ることが可能となる。
【実施例１】
【００４０】
　本発明の温湿度制御装置の実施例について、図面を参照して説明すると、図１は、本実
施例の温湿度制御装置の構成を説明するためのブロック図であり、図において１が本実施
例の温湿度制御装置である。
【００４１】
　また、図においてＲは、半導体製造装置のクリーンチャンバーであり、２３は半導体製
造装置である。
【００４２】
　更に、図において２４は、各種電源を供給するための配線であり、この配線２４は、ク
リーンチャンバーＲの壁部分に形成した取り入れ口２５を介してクリーンチャンバーＲ内
に取り入れられている。
【００４３】
　即ち、本実施例の温湿度制御装置１は、前述の従来の温湿度制御装置と同様に、クリー
ンチャンバーＲをターゲットとして、このターゲットとしてのクリーンチャンバーＲ内の
空気を温湿度制御の対象として、このクリーンチャンバーＲ内の空気を、クリーンチャン
バーＲと温湿度制御装置間で循環させながら、予め設定した目標温度及び目標湿度で維持
するための温湿度制御装置としている。
【００４４】
　そして、本実施例の温湿度制御装置１は、クリーンチャンバーＲ内の空気を対象空気と
して取り入れて、この取り入れた対象空気の温度及び湿度を目標温度及び目標湿度の制御
するための装置本体を有している。
【００４５】
　また、本実施例の温湿度制御装置１では、装置本体内において目標温度及び目標湿度に
制御された対象空気をクリーンチャンバーＲに戻すための給気流路としての給気ダクトを
備えている。そして、本実施例においてこの給気ダクトは、装置本体とクリーンチャンバ
ーＲを連通しており、これにより、装置本体で目標の温度及び湿度に制御された空気がク
リーンチャンバーＲ内に戻されることとしている。なお、図１においては、クリーンチャ
ンバーＲと本実施例の温湿度制御装置１とを隣り合う配置としているが、必ずしも隣り合
う配置にする必要は無い。
【００４６】
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　ここで、前記装置本体について説明すると、図において２が装置本体であり、本実施例
において前記装置本体２は、隔壁３によって内部を分断し、吸気エリアを４、空調エリア
を５としている。そして、吸気エリア４において、対象空気を取り入れるとともに、この
対象空気の湿度を目標湿度に制御し、空調エリア５では、この吸気エリア内で目標湿度に
制御した対象空気の温度を目標温度に制御することとしている。
【００４７】
　即ち、吸気エリア４は、クリーンチャンバーＲ内と吸気エリア４を連通した対象空気取
り入れ口６を有しており、この対象空気取り入れ口６を介して、対象空気を吸気エリア４
内に取り入れることとしている。
【００４８】
　また、本実施例において前記吸気エリア４には、外気を取り入れるための外気取り入れ
口７を有しており、対象空気を取り入れるとともに外気を取り入れて、対象空気に外気を
加えることで、クリーンチャンバーＲ内の空気の漏れ分を補うこととしている。即ち、前
述したように、クリーンチャンバーＲ内には外部から各種の配線等が引き入れられている
とともに、クリーンチャンバーは一般的に塵埃等が入り込むことを防止するために陽圧に
する必要がある。本実施例の温湿度制御装置１においては、吸気エリア４に該外気取り入
れ口７を具備して、所定量の外気を取り入れ、クリーンチャンバーＲ内を陽圧に維持する
こととしている。
【００４９】
　次に、図において１０は冷却手段としての冷却用コイルである。即ち、本実施例におけ
る温湿度制御装置１においても、前記隔壁３には通風路９が形成されており、この通風路
９を閉鎖する配置で、前記空調エリア５には、図示しない冷凍機に連結された冷却用コイ
ル１０が具備されており、これにより、前記吸気エリア４内の対象空気を空調エリア５に
受け入れるとともに、所定の温度まで冷却することとしている。
【００５０】
　また、本実施例において前記空調エリア５には、前記冷却用コイル１０の下手側にヒー
ター１２が備えられており、このヒーター１２によって、前記冷却用コイル１０で冷却さ
れた対象空気を、目標温度まで加熱することとしている。
【００５１】
　なお、前記冷却用コイル１０は、一般的に用いられている冷却用コイルであり、コンプ
レッサー、凝縮器、膨張弁等を具備した冷凍機との間で冷媒を循環させながら、熱交換に
よって対象空気を冷却する手段であるため、詳細な説明は省略する。
【００５２】
　次に、図において８は吸引用のファンである。即ち、本実施例においては、空調エリア
５における、前記給気ダクトとの境界部分の天井部に吸引用のファン８を配置しており、
この吸引用のファン８を駆動することで、吸気エリア４内に対象空気及び外気を取り入れ
、吸気エリア４で目標湿度に制御された対象空気を空調エリア５に吸引して、空調エリア
５内で目標温度に制御した後に給気ダクトを介してクリーンチャンバーＲに戻すこととし
ている。
【００５３】
　次に、図において１３は圧縮空気供給手段である。本実施例の温湿度制御装置１では、
この圧縮空気供給手段１３によって供給された圧縮空気を大気圧に開放することで、目標
湿度の露点温度よりも低い露点温度の乾燥空気を生成して前記吸気エリア４に供給し、こ
の乾燥空気を対象空気に混合することで、対象空気の湿度を目標湿度に制御することとし
ている。
【００５４】
　ここで、前記圧縮空気供給手段１３について説明すると、前記圧縮空気供給手段１３と
しては、装置の部品として具備する場合はコンプレッサーが考えられるが、その他、工場
等におけるコンプレッサーを圧縮空気供給手段１３として位置付けて、工場等から圧縮空
気の供給を受けても良い。
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【００５５】
　圧縮空気を大気開放するとその空気の露点温度は圧縮比に応じて下がっていき、例えば
、２０度、０．３９ＭＰａの圧縮空気の大気圧下露点温度はマイナス３．３度、２０度、
０．６９ＭＰａの圧縮空気の大気圧下露点温度はマイナス９．４度、２０度、０．９８Ｍ
Ｐａの圧縮空気の大気圧露点温度はマイナス１３．５度であり、圧縮空気を大気開放する
ことで、低露点の空気を得ることができる。
【００５６】
　そこで、本実施例の温湿度制御装置１では、圧縮空気供給装置１３を用いるとともに、
この圧縮空気供給装置１３と前記吸気エリア４を圧縮空気供給路１６で連結し、前記圧縮
空気供給装置１３によって、大気圧露点に換算したときに目標湿度の露点温度よりも低い
露点温度となる圧縮空気を前記吸気エリア４内に供給するとともに、この供給した圧縮空
気を吸気エリア４内で大気開放し、これにより、目標湿度の露点温度よりも低い露点温度
の乾燥空気を前記吸気エリア４に供給し、この乾燥空気を対象空気に混合して、対象空気
の湿度を目標湿度に制御することとしている。
【００５７】
　なお、図において１７は、吸気エリア４に供給する圧縮空気の量を調節するためのバル
ブである。即ち、本実施例の温湿度調節装置１では、大気圧露点に換算したときに目標湿
度の露点温度よりも低い露点温度となる圧縮空気を吸気エリア４内で大気開放し、この大
気開放した乾燥空気を対象空気に混合することで対象空気の湿度を目標湿度にすることと
しているが、このとき、対象空気の湿度を目標湿度にするためには、吸気エリア４に取り
入れた対象空気及び外気の流量、湿度によって吸気エリア４に供給する圧縮空気の流量を
調節する必要がある。そこで、本実施例の温湿度調節装置１では、圧縮空気供給路１６に
バルブ１７を具備して、これにより、吸気エリア４に供給する乾燥空気の量を調節するこ
ととしている。
【００５８】
　また、前記圧縮空気供給装置１３には冷却手段を連結して、圧縮空気供給装置１３で生
成した圧縮空気を適宜、冷却手段によって所定温度まで冷却すると、更に露点温度の低い
乾燥空気を供給することができる。
【００５９】
　次に、前記装置本体２とクリーンチャンバーＲを連通する給気ダクトについて説明する
と、図において１９が給気ダクトであり、本実施例において給気ダクト１９の基端部は前
記装置本体２において前記吸引用のファン８の上方に連結され、ヒーター１２によって目
標温度に加熱された対象空気をクリーンチャンバーＲに導くことを可能にしている。また
給気ダクト１９の先端部は前記クリーンチャンバーＲ内の天井部分に配置されており、吹
き出し口を有する吹き出し部２０に連結されている。そしてこれにより、クリーンチャン
バーＲ内の空気は、対象空気として吸気エリア４内に取り入れられた後、外気及び目標湿
度の露点温度よりも低い露点温度の乾燥空気と混合されて目標湿度となり、更にその後、
空調エリア５において目標温度に制御された後に、給気ダクト１９を通ってクリーンチャ
ンバーＲ内に戻されることとしている。
【００６０】
　次に、本実施例の温湿度制御装置１の制御系について説明すると、本実施例の温湿度制
御装置１では、制御手段としての制御基板を有しており、この制御基板には、圧縮空気供
給装置１３、バルブ１７、冷却手段１０、ヒーター１２、吸引用のファン８、電源等を接
続し、これにより制御基板は、装置全体の作動を制御することとしている。
【００６１】
　また、本実施例の温湿度制御装置１では、図示は省略するが、吸気エリア４内に湿度セ
ンサー、空調エリア５内に温度センサーを配置しており、これらの湿度センサー、温度セ
ンサーを制御基板２７に接続し、制御基板において対象空気の温度及び湿度を監視してい
る。
【００６２】
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　そしてこれにより、温湿度センサーの検知結果に応じて、制御基板が、圧縮空気供給装
置１３、バルブ１７、冷却手段１０、ヒーター１２等の作動を制御することとしている。
【００６３】
　次に、このように構成される本実施例の温湿度制御装置１を用いて対象空気の温湿度制
御を行う本発明の温湿度制御方法の実施例について説明すると、本実施例の温湿度制御方
法では、まず、吸引用のファン８を駆動することで、対象空気取り入れ口６を介してクリ
ーンチャンバーＲ内の空気を対象空気として吸気エリア４内に取り入れるとともに、外気
取り入れ口７を介して吸気エリア４内に外気を取り入れて対象空気に外気を混合する。
【００６４】
　そしてそれとともに、前記圧縮空気供給装置１３によって、大気圧露点に換算したとき
に目標湿度の露点温度よりも低い露点温度となる圧縮空気を前記吸気エリア４内に供給し
、この供給した圧縮空気を吸気エリア４内で大気開放する。
【００６５】
　そうすると、これにより、目標湿度の露点温度よりも低い露点温度の乾燥空気を前記吸
気エリア４に供給することができ、この乾燥空気を、外気が混合された対象空気に混合す
ることで、対象空気の湿度を目標湿度に制御することが可能となる。
【００６６】
　例えば、目標温度が２３度で目標湿度が４０％の場合には、大気圧下露点が８．８度で
あるために、大気圧換算で露点温度が８．８度よりも低い露点温度になる圧縮空気を吸気
エリア４に供給して、吸気エリア４内で大気開放する。
【００６７】
　具体的な例として、例えば、目標温度が２３度で、目標湿度が４０％の場合の露点温度
は８．８度であり、外気取り入れ空気は温度が２５度で、湿度が５０％の場合は露点温度
が１４度である。一方、２５度で０．６９ＭＰａに圧縮された空気を大気開放した時の空
気の露点温度はマイナス７度である。そこで、この場合を考えると、露点温度が１４度の
空気と露点温度がマイナス７度の空気を混合し、露点温度が８．８度になるようにすれば
良い。
【００６８】
　そしてそのときに、前述したように、吸気エリア４に取り入れた対象空気及び外気の流
量、湿度を基に、制御基板によって、吸気エリア４に供給する乾燥空気の流量を演算し、
その演算結果に応じてバルブ１７を制御し、吸気エリア４に供給する圧縮空気の流量を調
節する。
【００６９】
　次に、前述の方法により吸気エリア４内において目標湿度に制御された対象空気を、冷
却コイル１０によって目標温度よりも低い温度まで冷却し、更に、その後に、ヒーター１
２によって対象空気を加熱し、対象空気の温度を目標温度に制御する。
【００７０】
　そしてその後は、給気ダクト１９を介して、目標温度及び目標湿度に制御された対象空
気をクリーンチャンバーＲ内に戻し、以後は、クリーンチャンバーＲ内の空気を吸気エリ
ア４へ取り入れて、外気及び乾燥空気と混合して目標湿度に制御し、冷却手段１０及びヒ
ーター１２によって温度を目標温度に制御し、クリーンチャンバーＲへ戻すことを繰り返
し行い、クリーンチャンバーＲ内の空気を目標温度及び目標湿度に維持する。
【００７１】
　そしてこのとき、本実施例の温湿度制御装置及び温湿度制御方法では、目標湿度の露点
温度よりも低い露点温度の乾燥空気を対象空気に混合することで、対象空気の温度を目標
湿度に制御し、その後に、冷却及び加熱によって対象空気の温度を目標温度にすることと
しているために、対象空気を目標湿度の露点温度よりも低い露点温度まで冷却して除湿す
る冷却除湿方法とは異なり、除湿に際して対象空気内の水分が凝縮することが無く、従っ
て対象空気内の凝縮した水分が凍結してしまうことを防止することができる。
【００７２】
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　また、対象空気を目標湿度の露点温度よりも低い温度まで冷却する必要が無いために、
消費エネルギーを大幅に削減することが可能である。
【００７３】
　更に、本実施例の温湿度制御装置では、大気圧露点に換算したときに目標湿度の露点温
度よりも低い露点温度となる圧縮空気を前記吸気エリア４内に供給し、この供給した圧縮
空気を吸気エリア４内で大気開放することで、目標湿度の露点温度よりも低い露点温度の
乾燥空気を前記吸気エリア４に供給することとしているために、目標湿度の露点温度より
も低い露点温度の乾燥空気を容易に得ることが可能である。
【００７４】
　このように、本実施例の温湿度制御装置及び温湿度制御方法では、一般的に工場内に設
置されている圧縮空気を利用することで乾燥空気を得ることが出来、また、圧縮空気はコ
ンプレッサー等を使い装置に具備する事でもよく、装置としての消費エネルギーを抑える
ことができる。
【産業上の利用可能性】
【００７５】
　本発明は、対象空気の温度及び湿度を目標温度及び目標湿度に制御するに際して、目標
湿度よりも低い露点温度の乾燥空気を対象空気に混合することで、対象空気の湿度を目標
湿度に制御することとしているために、対象空気の湿度を目標湿度に制御するための温湿
度制御方法及び温湿度制御装置の全般に適用可能である。
【符号の説明】
【００７６】
　１　　温湿度制御装置
　２　　装置本体
　３　　隔壁
　４　　吸気エリア
　５　　空調エリア
　６　　対象空気取り入れ口
　７　　外気取り入れ口
　８　　吸引用のファン
　９　　通風路
１０　　冷却手段
１２　　ヒーター
１３　　圧縮空気供給手段（コンプレッサー）
１６　　圧縮空気供給路
１７　　バルブ
１９　　給気ダクト
２０　　吹き出し部
２３　　半導体製造装置
２４　　配線
２５　　取り入れ口
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